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でフラビン酵素の 1 つである Dーアミノ酸酸化酵素について蛋白に結合したフラビン (F AD) が遊
離の FAD に比較してどの様な挙動を示すか，電子レベルでどんな差があるかをしらべるのが本研





励起一重項状態に関しては， FAD の蛍光について，また励起三重項状態に関しては FAD を
増感剤とする光化学的メチレン青還元反応を指標として実験をすすめた。




I 蛍光については (1) 先ず FAD と π 電子系とでモデノレ系(電荷移動複合体)を作り，両者
の聞の相互作用を分析し次の結果を得た。
( i) Adenosine, Tryptophan, Theophy11in, Caffein, Hypoxanthine および Histidine は FAD
の盤光を完全に消光する。
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(ii) 消光は両者の聞の 1 : 1 複合体形成に伴う静的なものである。
hv 





( i )酵素の FAD は遊離 FAD に比較して蛍光強度が弱い口蛍光スペクトノレの形は変わらな
し )0
(ii) Pーニトロ安息香酸，安息香酸， トノレイル酸， p-アミノ安息香酸および焦性ブドウ酸は酵采
に結合して FAD をさらに消光する。










(ii) 酵来の FAD の三重頃状態の分子と反応するためには上の条件をみたし，更に酵素の基質
結合基と結合しなければならない。
(iii) 焦性ブドウ酸は上の 2 つの条件をみたすので，酵素 FAD Iこ対して効率のよい電子供与体
となる。但し，蛍光を消光するからこのm光の機構は三重項状態への遷移が増していることも考えな
ければならない。
(iv) 還元された FAD とメチレン肖との屯子授受反応は遊離 FAD では酵素の FAD より
速い。
以上1， II 編を総合すると( i )酵来と粘合した FAD では遊離の FAD!乙比して励起三重項
状態の反応性はむしろ増大している。 (ii) 励起状態では結合力は基底状態より強く，酵素の場合は
π 電子系間相互作用が carboxyl 基によるイオン間相互作用より大きな意味をもっている。(iii)
FAD の三重項状態と外から加えた物質との聞の酸化還元反応に対して， 酵素の立体的な基質特異









起一重項状態においては酵素蛋白， FAD 聞の結合力は基底状態におけるより強くなっており， 安






カニズムをとらえ，また，励起三重項状態について酵素 FAD の方が遊離 FAD より反応性に富
むことを|児らかにしている。
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